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山﨑遥加さんの長女、涼加さん（4 歳）は、2 歳 10 か月から上北沢校に通学していましたが、昨年の 11 月に引

っ越しされてからは五反田校に通っています。 

 

１． 日本の幼稚園ではなく英語の幼稚園を選んだ理由はなんですか? 

・通学前は、You tube 動画などで英語の歌などを聞かせていました。小学校で必須化されると聞いて、耳の良

い早い時期から英語に慣れ親しんでほしかったからです。自分が語学は堪能ではないので、娘には勉強というス

タイルになる前から習得してほしいなと思い、通い始めました。 

 

２． 開始時はどのようなご様子でしたか？ 

・最初は 4 時間×週 2 回で始めました。英語に触れる時間が短かったので、日本語とは違う言語に興味津々なも

のの、教室内で積極的に話そうとはしていなかったようです。家庭でも日本語のみで、こちらからも英語で話し

かけていませんでした。 

 

３． 通学始めてからもうすぐ 2 年ですが、現在のご様子はいかがですか？ 

・現在は五反田校の年少（K1）クラスに通っています。英語の時間が圧倒的に増えたので、自宅でも自ら英語の

動画を探し、短いセンテンスなら自宅でも英語で話すようになり驚いています。お迎えに行ったときも先生と楽

しそうに英語で会話しています。” What did you do, today？” と聞いてみると、その日のことを英語で話してく

れ、自然に発話できています。 

 

４．特に成長したと思われる時期はありますか？ 

・劇的に伸びたと感じたことがありました。1 回目の緊急事態宣言の時に、通学はできませんでしたが、週 2×4

回の計 8 コマを、月～土曜日の毎日 1 コマずつのオンライン授業で対応していただきました。すると 2 週間ぐら

いで家にあるものを英語で言いだすようになりびっくりしました。コロナ禍でも毎日少しずつ英語に触れる環境

を作っていただいたことで、本人も興味・関心を持っていくことができたのだと思います。 



・教室に戻ってからは集団遊びができるようになり、お友達についても教えてくれるようになりました。Show 

& Tell では、自分の番がいつかを気にし、次にみんなの前で何を発表しようか考えるようになりました。家庭で

は発表する機会がないので、人前で、しかも英語で発表ができるなんてと感心しています。 

 

５．お子さんが一番楽しんでいるアクティビティーは何でしょうか？ 

・工作、アートが大好きです。自分で作った作品をいつも嬉しそうに持ち帰って、「ちゃんと飾ってね。」とお

願いしてきます。ダンスも楽しいようで BTS の butter など流行っているダンスを家でも踊っています。 

・最近では、Summer Festival を楽しんでいました。輪投げで何個入ったか、水風船もしぼむまで取っておき、

遊んだ内容を興奮して話してくれました。入園前に参加した夏祭りの写真で見たことを実際にやれ、浴衣も着ら

れたので楽しかったようです。 

・校長先生が熱心で、イベント・遠足が本当多く、田植えなど日本の文化もイベントとしてやっていただけるの

で、大変ありがたいです。田舎がなく、普段土さわりなど都心にいるとできない経験をたくさんやらせていただ

いて、良い刺激になっています。 

 

６．PIP から PAP に移ろうと思った理由を教えてください。 

・会話だけでなくライティングなどいろいろやっていただいていますが、短時間だとどうしても限界があると思

います。長時間英語に触れることで、特に Speaking 力が向上するのではないかと思っています。 

 

７．卒園後の進路はどのようにお考えですか？  

・公立の小学校へ進学予定ですが、英語は Jupiter クラスのように卒園後も通える放課後プログラムがあるので心

配していません。いままで培ったものを無駄にしないようにと考えた結果、我が家では一番の方法だと思ってい

ます。 

 

８．今後、入園を考えている保護者様にアドバイスはありますか？ 

・小さいうちに色々な経験をさせてあげたいと思っていますが、PAP では音楽や体育、理科など様々な教科のプ

ログラムが網羅されています。PAP の一か所で完結するので、他のお稽古事に通わせなくても十分だと考えてい

ます。特にピアノやバイオリンなど楽器に触れられるのも魅力です。 

・校長先生が教育熱心で、運営も素晴らしいので先生方も良いパフォーマンスができているのだと思います。し

っかりとしたカリキュラムと信頼できる先生方で安心して通学させています。 


